
JP 4403121 B2 2010.1.20

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源から導入された光線を入射する側面と、入射された光線を反射する反射面と、前記
反射面に対向し反射された光線を出射する出射面とを有した板状部材を具備し、
　前記板状部材の前記反射面には前記側面から遠ざかる方向に向かって実質的に同一の深
さを有する複数の反射用の凹部を一組とし、且つ一組毎に前記側面から遠ざかるに従って
より深くなるように複数の組を設けるとともに、前記凹部が超音波加工にて形成されるこ
とを特徴とする導光板。
【請求項２】
　前記凹部は前記超音波加工により前記板状部材の前記反射面を局所的な加熱により溶融
させて形成されることを特徴とする請求項１記載の導光板。
【請求項３】
　前記反射用の凹部は、隣接する凹部と共に同じ深さの組をなすことを特徴とする請求項
１記載の導光板。
【請求項４】
　前記凹部は角錐形状、又は円錐形状から選ばれた形状をそれぞれ有することを特徴とす
る請求項１記載の導光板。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の導光板を有することを特徴とするバック
ライト装置。



(2) JP 4403121 B2 2010.1.20

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源からの光を発光面全体に広げて光を射出するための導光板とそのような
導光板を用いたバックライト装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近では、液晶表示装置のバックライトなどの光源として、発光ダイオード素子（ＬＥ
Ｄ）や冷陰極管などで光を発生させ、その発光ダイオード素子や冷陰極管からの光を面状
に発光させる面発光装置が用いられている。このような面発光装置においては、通常、導
光板の一側面に発光ダイオード素子などが並べられるように配列され、その側面から入射
した光が導光板の一方の主面で反射して対向する側の主面より射出する。導光板の一方の
反射を行う主面には、複数の反射用のドットが形成され、この複数のドットによって側面
から入射した光が射出面に対して反射されることになる。
【０００３】
　このような反射用のドットを形成した導光板としては、ドットを一定の分布密度を有す
る領域として定義される帯状領域が形成されるように配置し、各帯状領域においてドット
により形成される間隔が隣接する帯状領域とは異なるように設定して、輝線の発生を抑制
する技術が知られている（例えば、特許文献１参照。）。また、導光板の反射面の光拡散
ドットパターンとしては、光源から離れるに従ってドットの面積を順次拡大し、光源から
より離れた領域における光拡散用の面積を増大させている技術も知られている（例えば、
特許文献２参照。）。更に、導光板自体に斜面を形成したものを採用し、出射面や入射面
を側面から入射した光が分散した位置で反射できるように構成したものも知られている（
例えば、特許文献３参照。）。また、中央部で光がとどかなくなるような問題を中央部分
で薄肉となるようなＶ字型の溝を形成するような技術も知られている（例えば、特許文献
４参照。）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－４３２６６号公報
【特許文献２】特開平８－２７１８９３号公報
【特許文献３】特開平６－３１４０６９号公報
【特許文献４】特開２００１―２２８４７７号公報
【０００５】
　図６乃至図９は従来の導光板の例を示す平面図及び断面図である。図６及び図７は１つ
のドットの形状が円形の導光板１０１の例であり、裏面側である反射面は斜面となってお
り、側面１０３側で板厚が厚くされ、側面１０４側で板厚が薄くされている。この導光板
１０１では、側面１０３側が光源に近い側とされ、側面１０４が光源から遠い側とされる
。反射面に形成されるドットも光源に近い側の側面１０３側では比較的小さいドット１０
２ａが形成され、光源に近い側の側面１０４側では比較的大きなドット１０２ｂが形成さ
れる。
【０００６】
　図８及び図９は１つのドットの形状が角錐状の導光板１１０の例を示し、表面側である
出射面は斜面となっており、側面１１３側で板厚が厚くされ、側面１１４側で板厚が薄く
されている。この導光板１１１では、側面１１３側が光源に近い側とされ、側面１１４が
光源から遠い側とされる。反射面に形成されるドットも光源に近い側の側面１１３側では
比較的小さい角錐状のドット１１２ａが形成され、光源に近い側の側面１１４側では比較
的大きな角錐状のドット１１２ｂが形成される。
【０００７】
　このような円形状や角錐形状のドット１０２、１１２によって側面から入射した光が出
射面側に反射されるが、特に光源から遠くなる部分に形成されるドットは面積が比較的に
大きくなり、光拡散量についても増大するように設計されており、従って、光源から遠く
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なる部分での光量不足を補うように機能している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上述の技術においては、光の拡散に用いるドットの面積を光源から遠ざかるに従って大
きくして、乱反射を増大せしめ、全体として光源から遠ざかる部分の光量不足を補うよう
に構成している。しかしながら、例えば図６乃至図９に示した導光板や、特許文献３に示
したような斜面を有する導光板を加工する場合に、斜面側若しくは斜面と対向する面のい
ずれかが加工面となり、平面に対して加工する場合に比べてその工程が増加すると共に加
工精度を高く保つことが容易ではない。また、板材の片面を斜面と透明合成樹脂板は、平
板状の樹脂板に比べて高価であり、このような板材の片面を斜面と透明合成樹脂板を部品
にする場合には、最終的な製品価格も高くなって市場での競争力が低下するという問題も
発生する。
【０００９】
　そこで、本発明は上述の技術的な課題に鑑み、光源から遠ざかる部分の光量不足を補い
つつ、加工精度を落とすこなく、原価も高くない部品で十分に所要の機能を発揮できる導
光板の提供を目的とする。また、本発明はそのような導光板を用いたバックライト装置の
提供をも目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述の技術的な課題を解決するため、本発明の導光板は、光源から導入された光線を入
射する側面と、入射された光線を反射する反射面と、前記反射面に対向し反射された光線
を出射する出射面とを有した板状部材とを具備し、前記板状部材の前記反射面には前記側
面から遠ざかる方向に向かって実質的に同一の深さを有する複数の反射用の凹部を一組と
し、且つ一組毎に前記側面から遠ざかるに従ってより深くなるように複数の組を設けると
ともに、前記凹部が超音波加工にて形成されることを特徴とする。
【００１１】
　本発明の導光板によれば、反射面には入射する側面から遠ざかるに従って複数の反射用
の凹部が深くなるように形成されるため、実質的に斜面に形成した場合と同様に、側面方
向から見た場合に違いに重ならないような効果が得られることになり、それぞれ凹部が光
拡散機能を発揮できることから、斜面を用いず光源から遠ざかる部分の光量不足を確実に
補うことができる。
【００１２】
　本発明の好適な実施形態によれば、凹部はその深さが深くなるほど前記反射面での開口
面積が大きくなるように構成することもでき、また、凹部は超音波加工、熱プレス加工、
高周波加工のうちから選ばれた方法で加工されて形成されるようにすることも可能である
。また、反射用の凹部は、隣接する凹部と共に同じ深さの組をなすように構成することも
でき、凹部の形状としては角錐形状、円錐形状、円柱形状、或いは角柱形状から選ばれた
形状とすることができる。
【００１３】
　また、本発明のバックライト装置は、所要の光線を発生させる光源と、互いに対向する
出射面と反射面を有し、前記光源から導入された光線を当該板状部材の側面から入射し前
記反射面から出射面に対して反射すると共に、該反射面には入射する側面から遠ざかるに
従って深くなる複数の反射用の凹部を有する導光板と、前記反射面に対向して配される反
射板とを有することを特徴とする。
【００１４】
　本発明のバックライト装置によれば、前述の如き導光板を用いるため、実質的に斜面に
形成した場合と同様に、側面方向から見た場合に互いに重ならないような効果が得られる
ことになり、それぞれ凹部が光拡散機能を発揮できることから、斜面を用いず光源から遠
ざかる部分の光量不足を確実に補うことができる。
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【発明の効果】
【００１５】
　本発明の導光板によれば、斜面を用いず光源から遠ざかる部分の光量不足を確実に補う
ことができ、斜面或いは斜面に対向する面への加工が不要となり、凹部などの加工精度を
高くすることができる。また、斜面を有する合成樹脂板を部品として使用する必要はなく
、最終的な製品価格も低く抑えることが可能であり、市場での競争力も向上することにな
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明の導光板の好適な実施形態を図面を参照しながら説明する。図１及び図２に本実
施形態の導光板の断面図及び平面図を示す。図１及び図２に示すように、本実施形態の導
光板１０は、互いに対向する出射面１４と反射面１３をそれぞれ主面とする透明合成樹脂
からなる板状部材からなり、特に底面側の主面である反射面１３には、光が入射する側面
１６から遠ざかるに従って深くなる複数の反射用の凹部１２ａ～１２ｋが形成されている
。
【００１７】
　導光板１０の底面側は反射面１３であり、反射面１３の表面から略四角錐状に複数の反
射ドットとして機能する凹部１２ａ～１２ｋがマトリクス状に配列されるように形成され
ている。ここで凹部１２ａ～１２ｋは光が入射する側面１６からの距離が長くなるほど、
深くなるように形成されており、例えば最も入射側の側面１６に近い側の凹部１２ａはか
なり浅い深さで形成され、最も入射側の側面１７に遠い側の凹部１２ｋは最も深い深さと
なるように形成されている。各凹部１２ａ～１２ｋは相似形であり、最も入射側の側面１
６に近い側の凹部１２ａはその形成面積が小さく、最も入射側の側面１６に遠く反対側の
側面１７に近い側の凹部１２ｋはその形成面積が大きくされる。各凹部１２ａ、１２ｋの
間の凹部はそれぞれ側面１７側に近づくほどその形成面積が大きくなり且つ深さが深くな
るように形成されている。破線１５は深さ方向の漸近線であり、凹部１２ａ～１２ｋが段
々と深くなる傾向に従い底面である反射面１３に対して斜めになるように形成されている
。
【００１８】
　凹部１２ａ～１２ｋは、それぞれ相似形のピラミッドの形状を有しているが、凹部の形
状は円筒、釣り鐘状、角柱などの柱状形状や円錐や三角錐、六角錐などの他の角錐状でも
良く、それらの組み合わせでも良い。また、凹部１２ａ～１２ｋの位置もマトリクス状に
整然と配列されたものに限定されず、反射する光の分布が均一化するように例えば反射面
の中央付近や光が入射する側面から遠い領域で凹部１２ａ～１２ｋが密に配されるような
パターンであっても良い。また、反射面に形成されるものとして、凹部からなる反射ドッ
トに限らず、凹部を連続させるように形成した反射用の溝や突条部などを形成しても良い
。
【００１９】
　導光板１０の材料としては、例えばポリエステル樹脂、非晶性ポリエステル樹脂、ポリ
メチルメタクリレート（PMMA）などのアクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリスチレ
ン樹脂(PS)、スチレン・アクリロニトリル樹脂(SAN)、ウレタン樹脂、シクロオレフィン
樹脂、脂環式ポリオレフィン樹脂、環状ポリオレフィン樹脂、脂環式アクリル樹脂、非晶
性フッ素系樹脂、エポキシ樹脂、ポリイミド樹脂、ポリアミド樹脂、ビニルエステル樹脂
などの各種の透明性高分子材料を用いることができ、これらの変性材料や複数の樹脂材料
の組み合わせであっても良い。また、導光板１０の一部若しくは全面に蛍光材料を含有す
るような構造を有していても良い。
【００２０】
　導光板１０の表面側は出射面１４であり、出射面１４から面状に光が出射されることに
なる。この導光板１０の出射面１４上には光硬化型樹脂を硬化させたレンズのように機能
する突条部などを形成しても良い。導光板１０の反射面１３や出射面１４に表面加工を施
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し、例えば梨地面などを形成して散光効果を増大させるようにすることも可能である。
【００２１】
　導光板１０の底面側の反射面１３に形成される凹部１２ａ～１２ｋは、例えば熱ロール
による凹凸加工や超音波加工などにより形成することができ、局所的な加熱により溶融す
ることで形成される。また、凹部１２の形成に、高周波を利用し高温にした押し当て部材
などを用いて加工を施すようにしても良い。凹部の深さを徐々に変えるために、予めエン
ボス加工する凸部の形状を徐々に変化したものとしても良く、熱ロールに内蔵されるヒー
ターに与えられる電圧や電流を徐々に変化させながら制御するようにしても良い。また、
凹部の深さを徐々に変えるために、超音波加工や高周波加工の装置に与えられる電圧や電
流を徐々に変化させながら制御するようにしても良い。
【００２２】
　図３は光が入射する側面１６から遠ざかるに従って深くなる形状の凹部２４ａ～２４ｋ
を有する導光板２０を組み込んで構成される画像表示装置を示す。この画像表示装置は、
その側面側に複数のＬＥＤを並べて構成されるＬＥＤアレイ或いは冷陰極管などの光源２
１を配しており、この光源２１の導光板２０が配される側とは反対側の周面を覆うような
形状で反射部材或いはカバー２２が取り付けられている。導光板２０は反射面側が底面側
とされ、その出射面側が表面側とされる。
【００２３】
　導光板２０の反射面側には、前述のように複数の反射ドットとして機能するそれぞれ角
柱形状の凹部２４ａ～２４ｋが形成されており、これらの凹部２４ａ～２４ｋは光源２１
から遠ざかるほど深くなるように、すなわち、底面からの高さが光源２１から遠ざかるほ
ど高くなるように形成されている。さらにその反射面の底部側には反射板２３が取り付け
られている。反射板２３は、導光板２０から底面側に射出した光を導光板２０側に反射す
る機能を有し、例えば金属箔などを貼り合わせた樹脂板などにより構成される。
【００２４】
　導光板２０の出射面側には、プリズムシート２５が設けられ、そのプリズムシート２５
上に画像セルをマトリクス状に配列させ所要の画像信号によりカラー若しくは白黒の表示
を行うための液晶パネル２６が設けられている。この液晶パネル２６の除いた部分がバッ
クライト装置として機能する。角柱形状の凹部２４ａ～２４ｋにより十分な散光がなされ
、液晶パネル２６に入射する面状光線の面内均一性が十分な場合には、プリズムシートを
設けずに省略することも可能である。
【００２５】
　このような構造を有する画像表示装置では、光源２１からの光が導光板２０の一側面よ
り入射し、その側面より入射した光に一部は反射面に形成された凹部２４ａ～２４ｋによ
って出射面側に反射され、液晶パネル２６に向けて導光板２０より射出される。この時、
反射面に形成された凹部２４ａ～２４ｋは、その深さとサイズから特に光源２１から遠い
領域での光量不足を確実に補うことができ、全体として均一な面発光分布を実現できるこ
とになる。また、このような導光板２０を画像表示装置の１つの部品として組み込んだ場
合に、斜面として形成されている部分はないことから、各部品を積層する場合の組み立て
精度も向上することになる。
【００２６】
　図４は先の実施形態の変形例を示す導光板の断面図である。図４に示す導光板３０は、
互いに対向する出射面３４と反射面３３をそれぞれ主面とする透明合成樹脂からなる板状
部材からなり、特に底面側の主面である反射面３３には、光が入射する側面３６から遠ざ
かり反対側の側面３７に近づくに従って深くなる複数の反射用の凹部３２ａ～３２ｋが形
成されている。各３２ａ～３２ｋは、それぞれ角柱形状若しくは円柱形状の凹部であり。
最も入射側の側面３６に近い側の凹部３２ａはかなり浅い深さで形成され、最も入射側の
側面に遠い側の凹部３２ｋは相対的に最も深い深さとなるように形成されている。
【００２７】
　このような導光板３０においても、前述の導光板と同様に、特に光源から遠い領域での
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光量不足を確実に補うことができ、全体として均一な面発光分布を実現できることになる
。また、反射面での占有面積は、前述の導光板と同様に、光源から遠い領域で形成面積を
広げるようにすることもでき、光源からの距離に拘りなく同じ面積とするようにしても良
い。
【００２８】
　図５は先の実施形態の更に他の変形例を示す導光板の断面図である。図５に示す導光板
４０は、互いに対向する出射面４４と反射面４３をそれぞれ主面とする透明合成樹脂から
なる板状部材からなり、特に底面側の主面である反射面４３には、光が入射する側面４６
から遠ざかり反対側の側面４７に近づくに従って深くなる複数の角柱形状若しくは円柱形
状の凹部４２ａ～４２ｄが形成されている。各４２ａ～４２ｄは、それぞれ図示のように
３つずつ同じ深さの組をなしており、図示の例では４つの異なる深さの凹部の組が形成さ
れている。
【００２９】
　このような異なる深さの凹部の組が形成される例においても、同様に、光源から遠ざか
る部分の光量不足を確実に補うことができ、斜面或いは斜面に対向する面への加工が不要
となることから、凹部などの加工精度を高くすることができる。また、同じ組の凹部では
加工条件を変える必要がないので、加工精度を高く維持することができ、生産のスループ
ットを高くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の一実施形態の導光板の断面図である。
【図２】図１の導光板の平面図である。
【図３】本発明の実施形態の導光板を用いた画像表示装置を示す概略断面図である。
【図４】本発明の一実施形態の導光板の変形例の断面図である。
【図５】本発明の一実施形態の導光板の他の変形例の断面図である。
【図６】従来の導光板の一例の断面図である。
【図７】図６に示した従来の導光板の一例の平面図である。
【図８】従来の導光板の他の一例の断面図である。
【図９】図８に示した従来の導光板の一例の平面図である。
【符号の説明】
【００３１】
１０、２０、３０、４０　導光板
１２ａ～１２ｋ、２４ａ～２４ｋ、３２ａ～３２ｋ、４２ａ～４２ｄ　凹部
１３、３３、４３　反射面
１４、３４、４４　出射面
１６、１７、３６、３７、４６、４７　側面
２１　光源
２３　反射板
２６　液晶パネル
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【図６】

【図７】

【図８】
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